
 

 

 

平成 29 年度畜産学教育協議会シンポジウム 

社会が求める畜産学教育とは 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 催： 畜産学教育協議会 

後 援： (公社)日本畜産学会 

日 時： 平成 30 年 3 月 27 日 (火)  10:00～12:00  

会 場： 東京大学農学部 3 号館教授会室 

 〒113-8657 東京都文京区弥生 1-1-1 

  



 

 

 

 

  



 

 

 

シンポジウムの開催にあたって 

 
 

2016年，2017年の2年間にわたり，京都大学大学院農学研究科の廣岡博之会長の下で，

畜産学系学生に向けた講義並びに学生実験に関する項目を中心としたアンケートを実施さ

れ，多くの大学から送られた回答とシラバスをお纏め頂き，有益な情報をご提供頂きまし

た。 

会員校におかれましても，現在，所属されている学生が就職活動を精力的に行っていると

思います。畜産学の領域で学んだ学生の進路としては農業・畜産職の公務員，飼料会社，食

品製造業，食品流通業，製薬会社，牧場や動物園等の動物飼育現場など多方面にわたってい

ます。我々教員としましても，社会・企業が求める畜産学関連領域の卒業生・修了生を輩出

するために，畜産学教育の内容について社会のニーズを考慮する事も必要であると思いま

す。現時点でも会員校の皆様におかれましては，このような観点から教育内容を検討されて

いると思いますが，社会・企業の方のお話をお伺いする事も，畜産学教育に携わる教員とし

て，今後の検討に有意義であると考えております。 

 今回の畜産学教育協議会シンポジウムでは、畜産関連分野から求められる卒業生・修了生

像について，松本博紀先生（株式会社農林漁業成長産業化支援機構），廣岡亮介先生（農林

水産省），龍田健先生（兵庫県立農林水産技術総合センター），及び伊藤博史先生（日本農

産工業株式会社）にご依頼し，採用する側の観点から，有益な話をお聞きできるのではない

かと期待しております。普段，お聞きできないような事も含め，更にそれを元にして有意義

な議論ができればと考えております。多くの先生方のご参加を期待しておりますので，何卒

よろしくお願い申し上げます。 
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平成 29年度畜産学教育協議会シンポジウム 

社会が求める畜産学教育とは 

 

 

 

日時：平成 30年 3月 27日(火) 10:00～12:00  

会場：東京大学農学部 3号館教授会室 

〒113-8657 東京都文京区弥生 1-1-1 

 

プログラム 

シンポジウム開催にあたって   上曽山 博（国立大学法人神戸大学 大学院農学研究科） 

 

１．「国等の行政機関が求める人材と教育」（10:05～10:30） 

              松本 博紀（株式会社農林漁業成長産業化支援機構 統括部） 

 

２．「畜産系技術職員の業務について」（10:30～10:55） 

                 廣岡 亮介（農林水産省 生産局畜産部） 

 

３．「公設試験研究機関における畜産学教育」（10:55～11:20） 

               龍田 健（兵庫県立農林水産技術総合センター） 

 

４．「企業として期待する畜産学教育」（11:20～11:45） 

              伊藤 博史（日本農産工業株式会社 ヨード卵部） 

 

５．総会 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

国等の行政機関が求める人材と教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松本 博紀 

（株式会社農林漁業成長産業化支援機構 統括部） 

  















 



 

 

 

 

 

 

 

畜産系技術職員の業務について 
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公設試験研究機関における畜産学教育 
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公設試験研究機関における畜産学教育

兵庫県立農林水産技術総合センター畜産技術センター
主席研究員 龍田 健 1

兵庫県立農林水産技術総合センター

2



県立農林水産技術総合センター(加西地区）の組織図

農業技術センター

畜産技術センター

農産園芸部

病害虫部

主作・経営機械担当

野菜担当

花き･果樹担当

農業環境担当

防除指導担当

企画調整・
経営支援部

企画調整担当

農業普及担当

農業大学校

3



5

畜産学教育への携わり

・兵庫県立農業大学校 非常勤講師

・農業高校、高校農業科 技術指導等

・研修生（獣医学部生、普及員、JA職員等）

H.5～

・神戸大学大学院農学研究科 客員教員

H.25～

6

兵庫県立農業大学校
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講義内容

・家畜飼養管理 Ⅰ （養鶏）

・家畜飼養管理 Ⅱ （養豚）

・肉用牛 Ⅰ

・畜産環境保全

8

講 義

↓

講 義 ＋ スライド、ビデオ等

↓

実 習



10

農業高校、高校農業科

県立播磨農業高等学校（加西市）

県立農業高等学校（加古川市）

県立佐用高等学校農業科（佐用町）



11

・地鶏（ひょうご味どり）の種卵・雛の販売

・ひょうご味どりの飼育方法の指導

・人工授精の指導（先生）

・鶏の解体・加工技術の指導（先生）

・配合飼料の作成方法の指導

・発表会等の指導



地鶏復活プロジェクト
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羽

年度5  6  7   8  9  10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

「ひょうご味どり」の年間飼育羽数

16

学会発表



「ひょうご味どり」の給与飼料

トウモロコシと代替

25、50、75、100％

17

酒米（山田錦）給与試験

18

ヒマワリ地鶏の開発

「ひょうご味どり」にヒマワリ油粕を給与



19

播州百日どり

研 修 生



21

22

資源生命科学専攻

食料生産フィールド科学（連携講座）

・有用生物利用学
有用生物資源開発論

・特別連携講義

神戸大学
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講義内容

・基 礎

・品種等

・鶏 肉

・鶏 卵

・料 理

24

求められている畜産学教育とは



 



 

 

 

 

 

 

 

企業として期待する畜産学教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤 博史 

（株式会社日本農産工 ヨード卵部） 

  



















畜産学教育協議会規約 

 

昭和 48年 4月 6月決定 

昭和 49年 4月 5月一部改正 

    昭和 51年 4月 1月一部改正 

 

第 1条 本会は畜産学教育協議会と称する。  

第 2条 本会は事務所を会長所属の大学・学部におく。  

第３条 本会はわが国の大学における畜産学教育に関する諸問題について協議することを

 目的とする。  

第 4条 本会はその目的を達成するために次の事業を行う。  

1. 畜産学教育に関する問題の検討  

2. 畜産学教育の推進に関する事業  

3. その他必要な事業  

'  

第 5条 本会は下記の会員を持って組織する。  

1. A会員 大学の畜産学教育を行う学科  

2. B会員 大学の畜産学教育を行う講座  

第 6条  本会の会費は次のごとく定める。  

1.A会員  年 5,000円  

2.B会員  年 1,500円  

第 7条  本会に下記の役員をおく。  

1. 会長 1名  

2. 幹事 若干名  

第 8条  会長は会務を総理し、本会を代表する。幹事は庶務、会計などの実務を司る。  

第 9条  会長、幹事の任期は 2年とし、総会において専任する。但し、再任を妨げない。 

第 10条  総会は毎年 1回これを開く。ただし、必要によっては臨時にこれを開くことがで

きる。  

第 11条  総会では会務を報告し、重要事項について協議する。  

第 12条  本会に連絡のため委員会を置く。 

第 13条  本会の会計年度は毎年 4月 1日にはじまり、翌年 3月 31日に終わる。  
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